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研
究
発
表
要
旨

ラ
ル
フ
・
カ
ド
ワ
ー
ス
の
『
庶
民
院
で
の

　
　
　
　
説
教
－
エ
ハ
四
七
年
三
月
三
一
日
』

ー
ラ
ル
フ
・
カ
ド
ワ
ー
ス
の
説
教
と
ケ
ン

　
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
学
派
の
精
神
i

三
　
上

章

　
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
内
戦
の
時
代
（
一
六
四
ニ
ー

六
五
）
は
、
政
治
紛
争
と
神
学
論
争
が
激
し
く
錯
綜
す
る
時
代
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
代
と
重
な
る
一
六
三
三
年
か
ら
一
六
八
八
年
に

か
け
て
、
激
動
の
渦
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
ち
、
哲
学
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
｝
連
の
神
学
者
た
ち
が
い
た
。
そ
の
多
く
は
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
で
プ
ラ
ト
ン
及
び
そ
の
流

れ
を
汲
む
哲
学
者
た
ち
を
学
び
、
ク
ラ
イ
ス
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
や
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
を
中
心
に
、
教
育
・
研
究
活
動
及
び
説

教
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
学

派
」
（
罠
o
O
弩
σ
匿
σ
q
o
コ
鋤
8
三
切
邑
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
代
表
的

神
学
者
と
見
な
さ
れ
る
の
が
、
ラ
ル
フ
・
カ
ド
ワ
ー
ス
（
貯
剛
喜

O
＆
≦
o
毒
）
で
あ
る
。
彼
は
、
一
六
四
七
年
三
月
三
一
日
の
夕
、

庶
民
院
議
員
一
同
を
前
に
説
教
を
語
っ
た
。
お
り
し
も
議
会
と
軍

隊
の
対
立
が
激
化
し
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
方
向
が
急
展
開
し
つ
つ

あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　
こ
の
研
究
発
表
は
、
そ
の
よ
う
な
政
周
の
な
か
で
、
カ
ド
ワ
ー

ス
は
ど
の
よ
う
な
説
教
を
語
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
説
教
に
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
学
派
の
精
神
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る

の
か
と
い
う
問
題
を
取
り
扱
う
。

　
序
で
は
、
①
キ
リ
ス
ト
教
プ
ラ
ト
ン
主
義
②
「
主
の
灯
火
」

と
し
て
の
理
性
の
重
視
　
③
信
仰
と
理
性
の
統
合
　
④
自
由
意
志

の
尊
重
、
な
ど
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
学
派
に
共
通
す
る

い
く
つ
か
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
。
説
教
は
、
そ
の
後
ほ
ど

な
く
、
．
．
＞
o
り
団
匹
≦
O
Z
写
o
p
o
匿
ユ
げ
0
8
8
↓
ゴ
Φ
頃
8
0
罎
四
三
〇
瓢
。
島
o

o
h
O
O
ζ
竃
O
Z
Q
。
讐
〉
件
≦
団
◎
。
門
ζ
2
Q
っ
目
団
ズ
ζ
錠
。
ず
ω
一
」
①
ミ
．
ご
コ
図
戸

O
¢
O
≦
○
霧
押
G
ご
．
O
’
、
、
と
い
う
題
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
印
刷

版
の
説
教
に
は
カ
ド
ワ
ー
ス
に
よ
る
序
文
が
付
け
ら
れ
、
説
教
の

意
図
が
詳
し
く
陳
述
さ
れ
て
い
る
。
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1
章
で
は
、
こ
の
序
文
を
翻
訳
し
、
カ
ド
ワ
ー
ス
の
思
想
を
検

討
し
た
。
検
討
に
あ
た
り
、
初
め
に
、
説
教
の
背
景
を
な
す
時
代

の
困
難
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
庶
民
院
は
、

カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
派
、
長
老
派
と
独
立
派
、
高
教

会
主
義
国
教
会
派
と
低
教
会
主
義
国
教
会
派
な
ど
多
様
な
熱
狂
者

た
ち
の
集
ま
り
だ
っ
た
。
革
命
半
ば
の
こ
の
時
、
穏
健
さ
と
相
互

理
解
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
庶
民
院
議
員
約
二
七
五

名
を
含
む
会
衆
を
前
に
、
カ
ド
ワ
ー
ス
の
説
教
は
語
ら
れ
た
。

　
次
に
、
序
文
に
お
い
て
カ
ド
ワ
ー
ス
が
四
回
に
わ
た
り
引
用
す

る
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
、
①
「
知
恵
の
あ
る
者
は
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
飛
び
交
う
影
の
よ
う
だ
」
（
ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ユ
ッ
セ
イ
ア
』

第
十
歌
四
九
五
行
）
②
「
偽
教
養
」
（
お
そ
ら
く
ケ
ベ
ス
に
帰
せ

ら
れ
る
対
話
篇
、
『
テ
バ
イ
の
ケ
ベ
ス
の
書
板
幅
）
③
「
不
正
の

中
に
監
禁
す
る
こ
と
」
（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
章
一
八
節
）

　
④
「
神
学
の
質
料
」
（
プ
ル
タ
ル
コ
ス
）
、
を
分
析
し
た
。
そ
の

結
果
、
ギ
リ
シ
ャ
的
教
養
（
パ
イ
デ
イ
ア
）
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

と
の
調
和
の
あ
り
さ
ま
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
カ
ド
ワ
ー
ス
は
随

所
で
命
取
り
に
な
り
か
ね
な
い
事
柄
に
触
れ
る
が
、
自
分
の
言
葉

と
し
て
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
や
新
約
聖
書
原
典
か
ら
の
引

用
に
よ
っ
て
間
接
的
に
ほ
の
め
か
す
。
そ
の
よ
う
な
手
法
に
、
彼

の
思
慮
深
さ
、
謙
遜
さ
、
も
し
く
は
「
外
交
能
力
」
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
1
章
で
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
学
派
の
精
神
を
検
出

す
る
た
め
、
初
め
に
、
カ
ド
ワ
ー
ス
が
選
ん
だ
聖
書
テ
キ
ス
ト
、
「
も

し
私
た
ち
が
神
の
命
令
を
守
っ
て
い
る
な
ら
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
神
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た

ち
は
知
る
。
私
は
神
を
知
っ
て
い
る
、
と
言
い
な
が
ら
、
神
の
命

令
を
守
っ
て
い
な
い
者
は
、
偽
り
者
で
あ
り
、
そ
の
入
の
内
に
真

理
は
な
い
」
（
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
一
二
章
三
、
四
節
）
か
ら
、
彼
が
ど

の
よ
う
な
所
見
を
引
き
出
し
た
か
を
検
討
し
た
。

　
説
教
は
、
「
昨
今
の
終
わ
り
の
時
代
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
知

識
に
関
す
る
多
く
の
探
求
を
も
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
で
始

ま
る
。
カ
ド
ワ
ー
ス
の
時
代
は
、
科
学
革
命
、
哲
学
革
命
、
宗
教

革
命
、
そ
し
て
政
治
革
命
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
テ
ー

マ
は
「
知
識
」
で
あ
る
。
真
の
知
識
と
は
何
か
？
　
い
の
ち
を
も

つ
知
識
と
は
何
か
？
　
よ
い
行
い
に
導
く
知
識
と
は
何
か
？
　
彼

は
「
本
好
き
の
キ
リ
ス
ト
者
」
に
言
及
し
、
「
あ
た
か
も
宗
教
は

本
の
細
工
、
た
だ
の
紙
の
技
術
に
他
な
ら
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
」
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と
批
判
す
る
。
キ
リ
ス
ト
の
命
令
を
守
ら
ぬ
者
は
、
ど
れ
ほ
ど
本

の
知
識
を
も
っ
て
い
て
も
、
心
の
中
は
無
知
の
暗
闇
で
あ
る
。
「
低

俗
な
輩
」
は
、
信
条
や
信
仰
問
答
や
信
仰
告
白
を
繰
り
返
せ
ば
キ

リ
ス
ト
の
知
識
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
オ
ウ
ム
が
え

し
に
他
な
ら
な
い
。
真
に
キ
リ
ス
ト
を
知
る
た
め
に
は
、
「
心
の

汚
れ
を
放
逐
し
浄
化
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
。
心
の
浄
化
と

は
、
「
神
の
意
志
を
行
う
こ
と
」
で
あ
る
。
真
の
キ
リ
ス
ト
者
と

は
、
本
か
ら
教
え
ら
れ
る
者
で
は
な
く
、
「
神
か
ら
教
え
ら
れ
る
者
」

で
あ
る
。

　
知
識
に
関
連
し
て
カ
ド
ワ
ー
ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
た
ち

に
言
及
す
る
。
「
あ
る
哲
学
者
た
ち
は
、
“
徳
”
は
教
え
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
断
じ
た
。
」
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
徳
は
教
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
同
じ
よ
う
に
、
キ

リ
ス
ト
者
の
ア
レ
テ
ー
、
す
な
わ
ち
人
間
の
心
の
内
に
生
き
る
キ

リ
ス
ト
の
い
の
ち
は
、
教
条
主
義
と
律
法
主
義
に
囚
わ
れ
た
教
会

の
教
師
た
ち
（
カ
ル
ビ
ン
主
義
の
説
教
者
・
神
学
者
）
に
よ
っ
て

は
た
し
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
を
、
カ
ド

ワ
ー
ス
は
投
げ
か
け
た
。

　
次
に
、
「
聖
書
の
言
葉
か
ら
ひ
と
り
で
に
流
れ
落
ち
る
い
く
つ

か
の
所
見
」
を
吟
惜
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
私
た
ち
が
自
分
の
精

神
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
確
か
な
基
準

は
、
「
自
分
の
生
が
キ
リ
ス
ト
の
意
志
に
一
致
し
て
い
る
」
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
②
キ
リ
ス
ト
の
知
識
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス

ト
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
い
く
つ
か
の
枯
れ
た
樹
液

の
な
い
意
見
と
い
う
形
式
を
取
る
い
く
ば
く
か
の
不
毛
な
考
え
」

を
も
っ
こ
と
で
は
な
い
。
　
③
「
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
世
界
に

罪
へ
の
耽
溺
を
許
す
こ
と
は
、
福
音
の
意
図
で
は
な
い
。
」

　
こ
れ
ら
三
つ
の
所
見
を
述
べ
た
後
、
カ
ド
ワ
ー
ス
は
一
般
的
な

適
用
を
行
う
。
①
福
音
の
精
髄
は
聖
さ
に
あ
る
。
聖
さ
と
は
「
信

者
の
心
の
中
に
形
成
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。
聖
さ
は
「
天

国
そ
の
も
の
の
実
質
」
で
あ
る
。
恩
寵
と
は
「
戦
う
聖
さ
」
で
あ
り
、

栄
光
と
は
「
勝
利
す
る
聖
さ
」
で
あ
る
。
　
②
お
よ
そ
神
が
愛
す

る
も
の
を
す
べ
て
愛
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
意
志
を
神
の
意

志
に
ま
で
拡
大
す
る
人
、
そ
れ
が
真
に
自
由
な
人
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
人
は
、
神
の
無
限
の
愛
に
よ
っ
て
無
限
の
自
由
と
無
限
の

優
し
さ
を
与
え
ら
れ
る
。
真
の
自
由
と
は
無
限
の
優
し
さ
で
あ
り
、

理
解
の
違
う
人
に
対
す
る
無
限
の
寛
容
で
あ
る
。
互
い
に
質
問
す

る
自
由
、
疑
う
自
由
、
信
じ
る
自
由
を
認
め
合
う
こ
と
、
解
釈
し
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理
解
す
る
広
さ
を
認
め
合
う
こ
と
、
そ
れ
が
真
の
自
由
で
あ
る
。

　
③
「
最
後
に
、
も
し
私
た
ち
が
真
の
改
革
を
願
う
の
な
ら
、
ど

う
や
ら
私
た
ち
は
そ
う
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
場
所

で
、
私
た
ち
の
心
と
生
活
を
改
革
す
る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
の

命
令
を
守
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
」
　
こ
れ
が
説
教
の
最
後

の
訴
え
で
あ
る
。

　
説
教
は
お
お
か
た
好
意
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
た
。
カ
ド

ワ
ー
ス
の
説
教
は
、
戦
乱
の
時
代
に
お
い
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ

ラ
ト
ン
学
派
が
目
指
し
た
宗
教
の
理
念
を
明
確
に
表
し
て
い
る
。

彼
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
は
協
働
す
べ
き

同
労
者
で
あ
り
、
理
性
と
信
佛
は
互
い
に
補
完
し
合
う
べ
き
友
入

で
あ
っ
た
。
真
の
哲
学
は
真
の
宗
教
で
あ
り
、
真
の
宗
教
は
真
の

哲
学
で
あ
っ
た
。
両
者
の
分
離
は
、
理
性
と
神
の
愛
を
欠
い
た
宗

教
的
激
情
か
、
よ
い
行
い
を
欠
い
た
死
せ
る
正
統
主
義
に
陥
る
。

両
者
の
調
租
と
一
致
こ
そ
が
、
教
派
や
政
党
の
違
い
に
還
元
さ
れ

え
な
い
宗
教
の
本
質
、
真
の
聖
さ
、
キ
リ
ス
ト
の
い
の
ち
を
保
全

す
る
鍵
で
あ
る
。
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